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コンタク ト ・インプロヴィゼー シ ョンの発生 における合気道の思想的影響

 福 本 まあや1

 This research aims at clarifying the relation of Aikido, the Japanese martial art which has been pointed 
within many researchers as one of the roots of Contact Improvisation (CI), and the philosophy of Paxton, the 
founder of CI. With considering his dance works in 60's, the researcher examine how Paxton's work were 
different between before and after meeting with Aikido and how can we understand the nature of CI as a fruit 
from Aikido. 

 Challenging to visual images in daily life or that the traditional dances had conveyed, Paxton had came to 
wonder the problems of dance, as performing art. Aikido caused significant answers to his questions about 
"exploration of senses" and "conveying information" . The answers that the researcher noticed are in the 
keywords of Paxton's writing about Aikido those are "information in deed", "non polar we' "and "those who 
have eyes to see". 
 By meeting with Aikido, Paxton found a form named CI that is not only accessible for various people but also 

has own technique and philosophy. With philosophical influence, based on "the principle of Centralization" of 
Aikido, people practice CI improvising freely "with an aim to working along the easiest pathways available to 
their mutually moving masses". The concentration toward to this aim made it possible to train "fully 
consciousness" that would extend "the new ground for moving".

1-先 行 研 究 と問 題 意 識

コ ンタ ク ト・イ ンプ ロ ヴ ィゼ ー シ ョ ン(Contact

Improvisation以 下C.1.と 略 す)は, 1972年 合 衆 国

に お い て 舞 踊 家 ス テ ィ ー ヴ ・パ ク ス トン(Steve

Paxton1939-)が 「接 触 を通 して可 能 とな る コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 探 求 」1を 即 興 の 焦 点 と して 始

め た ダ ンス の即 興 形 式 で あ る。 パ クス トン と多 く

の 実 践 者2に よ る探 求 を 経 て1980年 代 半 ば に 指 導

法 が 確 立, 現 在 で は上 演 芸 術 舞 踊 の 領 域 に留 ま ら

ず, 自己 探 求 や コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を楽 しむ 実 践

形 式 と して, ま た 身体 に障 害 を もつ 人 々 と共 に踊

る イ ンク ル ー シ ヴ な活 動 と して も展 開 して い る。

実 践 者 間 の 情 報 交 換 の場 と して機 能 して い る機 関

誌Contact Quarterly3 (1975-)(以 下 ク オ タ リ イ

誌 と略 す)に は 自己 申告 制 の 実 践 者 リス トが あ り, 

現 在(2005)世 界31ヶ 国428名(う ち指 導 者4308

名)を 数 え る に 至 っ て い る。C.1.は 「現 代 の 上 演

舞踊 に新 しい 身 体 イ メー ジ と動 きの ボ キ ャブ ラ リ
ー を もた ら した」567と 評 価 され る 一 方 で, 「若 い

世 代 の ア ー チ ス トは, ダ ンサ ー らが 共 に取 っ組 み

合 っ て 床 の 上 を と め ど な く転 が る だ け と見 て い

る」8と も指 摘 され る。

発 生 か ら数 年 の うち に合 衆 国, カ ナ ダ, 西 欧 に

広 め られ たC.1.は, 欧 米 に お け る先 行 研 究 者 に よ

っ て次 の よ うに研 究 され て きて い る9。

サ リ ー ・ベ イ ンズ(Sally Banes)は, C.1.の 普

及 が 「草 の 根 的」10に行 わ れ た こ とやC.1.の 実 践 に

お い て 「輪 郭 の 詳 細 は即 興 をす る ダ ンサ ー に任 さ

れ る」11とい う こ とに 言 及 し, C.1。を 「民 主 主 義 的

な デ ュエ ッ ト ・フ ォ ー マ ッ トで あ る新 しい ダ ン

ス 」12と説 明 してい る。

シ ン シ ア ・ノ ヴ ァ ック(Cynthia J.Novack)は, 

C.1.は 身体 へ の 関心 が 高 ま っ た1960年 代 合 衆 国 の

文 化 的 潮 流 の 一 環 を な す もの で あ る と し, そ こ で

は 「 身 体'は, 自己 一 官 能 的 で, 形 而 下 の も の

で, 知 を備 え た 身体 とい う 意 味 に お け る-を 意 味

し創 造 す る もの と見 られ な が ら, 内 部 か ら'経

験 され る何 か とな っ た」13と結 論 して い る。

キ ャ ロ ル ・ホ ル ヴ ィ ッ ツ(Carol Horwitz)は, 

C.1.の外 側(評 価 や メ デ ィ ア)に お い て は 「C.1.が

もつ 可 能性 が 認識 さ れ て い る に も関 わ らず 無 視 さ

れ 軽 視 され 脇 へ 追 い や られ て い る 」14と指 摘。 ま

た 内 側(実 践 者)に お い て は包 含 性(inclusivity), 

平 等性, 癒 し とい う価 値 側 面 が 強 く肯 定 さ れ てい

る と し, こ う した点 は フ ェ ミニズ ム を支 え る要 素

と重 な る もの で あ り, C.1.は 「偶 発 的 な フ ェ ミニ

ズ ム の形 式 」15であ る と結 論 して い る。

ラ ム ゼ イ ・バ ー ト(Ramsay Burt)は, C.1.が

男 性 ダ ンサ ー の イ メー ジ を変 革 した ばか りか, 女

性 ダ ンサ ー の イ メ ー ジ を も変 革 し た と説 明 す る。

そ して1980年 代90年 代 の ポ ス トモ ダ ンの 振付 に与

え たCJの 影 響 は 「大 き くは, 危 険 に そ して/又

は有 機 的 に踊 る男 性 の ス タイ ル を再 び 紹 介 した こ

と にあ る」16としてい る。
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 これ らの先行研究者はC.1.が上演のための形式

というよりは実践のための形式であるとする点で

共通 している。 しか しそこではCJ.の 技法に潜む

思想17の分析 は行われて きていない。 ダンス ・テ

クニックや実践形式における訓練内容は身体を訓

練 しているばか りでなく, その心をも訓練 してい

ると考えられる。従って, その訓練内容や技法の

分析は形式の評価において重要な意義をもつと本

研究者は考える。そもそ もC.1.はどのような舞踊

活動上の問題意識から生 じたのか。 またその訓練

内容や技法に とりこまれた様々な実践形式は, 

C.1.の実践を支える思想にどのような影響を与え

てきたのだろうか。

五.研 究目的と研究方法

 本研究はC.1.の技法の レベルに潜む独自の思想

を明 らかにする試みの 一環として, CJ.と 関わ り

のある合気道がこの形式の発生に及ぼした思想的

影響を明らかにすることを目的 とする。それは, 
パクス トンが何故1960年 代 の上演舞踊活動か ら

C.1.という実践形式を生み出すに至ったかを問う

ことでもある。

 先行研究においてはC.1.のルーツの1つ に合気

道があると指摘されなが らも, 具体的な分析はほ

とんど見 られない。 ノヴァックはC.1.と合気道 と

の関係 を随所でとりあげ考察を行い, C.1.の身体

イメージは 「60年代のモダンダンスの動 きと身体

の概念 と, 禅/合 気道における身体イメージを結

合するものである」l8と述べている。が, ノヴァ

ックはC.1.を 「共同体(community)」19と して捉え

ているために, パクス トンにとって合気道が どの

ような役割を果た しC.1.として結実 したのか とい

う側面は問われずに残されている20。

 本研究の研究方法は文献資料研究 とする。CJ.

のルーツを明らかにする上では, 前述のクオタリ

ィ誌(1975.2005)及 び前掲の先行研究を主に参

考にした。 また特 にC.1.と関わ りの深 いリリー

ス ・ワーク(Release work)に 関する文献資料21, 

1960年代の前衛舞踊 と関わ りの深いアンナ ・ハル

プリン(Ama Halprin)に 関する文献22を収集 し

参考にした。合気道に関しては, 合気道に関する

文献資料23を収集し参考にした。パクス トンの思

想を捉える上では, 前述のクオタリィ誌(1975-

2005)及 びDance Research (1972-2005), The

Drama Review (1968-2004)に 掲載されたパクス

トンによる記事 を主な対象とした。

III-結果と考察

1.C.-.の 発生と関わりのある主な実践形式

 パクス トンの経歴(表1参 照)お よびCJ.の発

生に関わ りのある主な実践形式及び前衛舞踊家の

関係(図1参 照)は 次のように整理される。

 高校 時 代 に器 械 体 操 の選 手 で あ っ たパ クス トン

は コ ネ チ カ ッ ト大 学(Connecticut Colege)で ダ

ンス を学 ぶ24。1960年 パ ク ス トンは ロバ ー ト ・ダ

ン(Robert Dunn)が 指 導 す る鮒 教 室 に通 い25, 

61年 カ ニ ン グ ハ ム ・カ ン パ ニ ー(Cunningham

Company)の ダ ンサ ー とな っ た26。 同 年 彼 は ダ ン

の 振 付 教 室 か ら生 ま れ た ジ ャ ドソ ン派(Judson

Church Dance Theatre)の メ ンバ ー・と して27舞 踊

作 品 を発 表 し始 め る28。 こ こで ハ ル プ リ ン の弟 子

シモ ー ヌ ・フ ォル テ ィ(Simone Forti)や イ ヴ ォ

ン ヌ ・レイ ナ ー(Yvonne Rainer)と 出 会 い 彼 女

らの 作 品 に 出演 す る な どの 関係 を もち, 70年 に即

興 集 団 と し て 知 られ て い る グ ラ ン ドユ ニ オ ン

(Grand Union)を 共 に創 設 す る2930。 こ の 頃 パ ク

ス トン は合 気 道 を始 め, そ れ まで の経 験 に あ る素

材31を 統 合 す る独 自の 動 きの探 求 を始 め る。 そ れ

がC.1.の 発 生 に つ なが っ た32と パ ク ス ト ンは 述 べ

て い る。72年1月 にC.1.の 最 初 の デ モ ンス トレー一

シ ョ ン33が行 わ れ る。 同年3月 よ りメ ア リ ー ・フ

ァー カ ソ ン(Mary Fulkerson)と 交 流 を も ち34, 

そ の後 彼 女 の リ リー ス ・ワ ー ク を指 導 法 に取 りこ

む こ と に な る35。1960年 代 の 舞 踊 活 動 か らC.1.へ

の転 換 期 にパ ク ス トンは合 気 道 に 出会 っ た と捉 え

る こ とが で きる。

表1.パ ク ス トンの 経歴(1939-1972)

(福本2006)

-13-



2.合 気道の合衆国進出と前衛舞踊家

 合:気道は, 植芝盛平(1883-1969)が 従来の柔

術や剣術をもとに1942年 に創始 した武道である。

合気道の 「合」 とは愛 ・調和 を意味 し36, 「気」

とは宇宙全体に普遍的にある生命エネルギーを意

味す る37。その 「道」は 「万有愛護の大精神」の

具現 を目指す ものである38。自らを守 りなが らも

敵をも傷つけないようにとするこの思想は, 合気

道の 「捌 き(さ ばき)」 に見 られる円形の動 き

(図2及 び図3参 照)に よって具現 される。 この

円形の動きは 「円転の理」39と呼ばれ, 植芝吉祥

丸は次のように説明している。「合気道技法の捌

きは, 常に円転であり, 球転である。入身で相手

の側面にはいり, 自己を中心 として丸 く捌 きなが

ら, 相手の体をその丸い円周の上で崩 して, 技を

極める」40。合気道には, より悟 り得た者が 自ず

か ら勝ちをお さめるという 「正勝, 吾勝」4lの思

想があり, 「与えられた自己の使命に打ち勝つ」42

ことが大切である『とされる。そのため試合は無 く, 

図1.コ ンタク ト ・インプロヴィゼーシ ョン と関わ りの ある実践形 式 と舞 踊家の相関図※(福 本2006)

※本 図 はC-i.と関 わりの深 い舞踊家 ・形式 の関係 を示す ことを 目的 として いるため、各形式 の担 い手で ある

 指導 者や舞踊家 、各形式が源泉 とする実践形 式や理論 ・人物 の名称 を一部省略 してい る。

凡例= :形 式や団体の創始者
 ---:活 動の源泉 となっている場合。 共 に探求 した場合においてもC -1.に遠い形式 から近 い形式 に

 矢印が向 くよ うに示す。

 ○---●=仕 事仲間 ・活動に互いに影響を及ぼ したと考 えられる場合。

 =舞 踊団 に所属 していた関係

図2.攻 撃手 の力 を円形 に導 く合 気道 の捌 きの様 子

-llustrated by Oscar Ratti.(数 字 は筆 者 に よ る)

Aikido and the Dynamic, Spehere-p-90よ り転 載
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攻撃者から身を守るための護身術 として知られて

いる。

 合気道の海外進出は1952年 頃から亜流を生み出

さぬ よう組織 的にかつ慎重 に行われた43という。

合気道は試合を持たないためにかえってその精神

性が海外において深 く理解され, 「動 く禅」「新 し

い精神性豊かな道」44と解 されるようになった と

いう。合衆国における合気道の紹介記事には, 攻

撃の力を中和 し敵を導 く技術は合気道の 「万有愛

護の精神(urinversal love)」4546の表れであるとい

う点の強調が見 られる。また, こうした技術訓練

が精神性の向上につながることや, その習得に一

生をかけ得るということへの驚きと敬服47が見 ら

れる。

 1964年 にニューヨーク合気会が創立, 74年 に創

立10周 年記念行事が開催48されている。 この期間

は, ニューヨークの前衛舞踊家らが 「普通のダン

スクラスを見捨てて」49東洋的な身体訓練法に関

心をもつようになった時期に重なる。その理由は

極東やアフリカの国々の台頭 とベ トナム戦争の衝

撃がある50と指摘されている。政情不安か らくる

精神的な拠 り所を, 内的な経験:に重きを置 く東洋

的な身体訓練法に求めたということであろうか。

3.C」.以 前のパクス トンの作品と関心事

 ベインズが指摘する1960年 代のパクス トン作品

の特徴 「医療イメージやポルノ映像の使用」「検

閲への抵抗」51(表2参 照)な どには一見, C.1.に

特徴的な, 身体接触を通 して経験される相互作用

としての動 きや自然発生的 ・必然的な即興の動き

といった要素は見当たらない。 むしろ, そうした

要 素 は, 重 力 と戯 れ 観客 と触 れ合 う フ ォ ルテ ィの

『See-Saw』(1960), 『Rolers』(1960), 『Huddle』

(1961)と い っ た 作 品 群52や, 『Violent Contact』

と呼 ば れ る即 興 ス コ アか ら 『Light Fall』(1963)

を発 表 した トリ シ ャ ・ブ ラ ウ ン(Trisha Brown)

の 活 動53や, 6人 の ダ ンサ ー が 円 状 に立 ち任 意 に

転 倒 と 支 持 を 行 う パ ー ト を も つ レ イ ナ ー の

『CPAD』(1970)54に 見 受 け られ る。

 ま たC.1.の 身 体 の イ メ ー ジ と して ノ ヴ ァ ッ クが

指 摘 した 「60年代 のモ ダ ン ダ ンス にお け る 身体 と

動 きの概 念 」55は, C.1.や, フ オル テ ィ や ブ ラ ウ ン

の60年 代 の作 品 に捉 え られ る要 素 で あ っ て も, パ

ク ス トンの60年 代 の作 品 に は見 当 た らな い。 そ れ

らに は む しろ, 身体 の動 き に基 づ くこ とは無 い装

図3.合 気道の捌きにおける力の模式図

 (福本2006)

□ 合気道家 ● 攻撃手

(1)攻 撃手の側面に入 り攻撃の力に融合する

(2)相 手を円形に導き攻撃をかわす

裏2.ス テ ィー ヴ ・パ ク ス トン作 品(1961-1972)

Banes(1987)よ り福 本(2006)作 成
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置や小道具などによる視覚的イメージが卓越 して
いる。パクス トンの60年 代の作品からC.1.につ な

がるものとは何か。 これを解 く鍵は, 彼のダンス

活動における 「情報の伝達」と 「感覚の探求」に

向けられた関心, そして合気道との出会いである

と考察 される。

 パクス トンの後年の記事からは, 次のような考

えが浮かび上がる。

 ある人が抱 く 「モデル」「イメージ」は学習や

創造のプロセスにおいて, その人が感覚 し動 くこ

とを制限/可 能にしている56とパクス トンは指摘

す る。そ して, こうした 「モデル」「イメージ」

は, 多 くの場合, 他者の視覚や言語によって形成

され伝達 されている57駆と説明する59。また西洋に

おいてダンスは 「観客の眼」のためになされ60, 

さらには言語を通 して批判され論 じられる61と述
べている。こうした記述を通 して, パクス トンは

「観客の眼」に存在するダンス芸術の限界を指摘

しているように思われる。

 彼は, 言語(language)と いう媒体について次
のように述べている。

 我々は, 感 じることや考えることをコミュニ

 ケー トする上で極端にそれ[言調 に頼ってい

 る。(…)言 語 は卓越 的な(prominent)だ

 けでな く強制的なもの(coercive)と な り得

 る。(…)我 々は言語化されない経験 を認識

 しないように選択するかもしれない62。

また, ダンス学習における視覚の介在については

別の記事において次のような言及 も見 られる。

 伝統的にダンスはデモ ンス トレーションで教

 えられ, 大抵鏡の前で自分の間違えをなお し

 てきた。(…)身 体に基づいた芸術の形式で

 は, 訓練の基本を身体に提供するために身体

 と併用 されている(combines with)の は眼

 である63。

このように, ダンス芸術をとりまく言語や視覚イ

メージという媒体についての考察を進めなが ら, 

パクス トンは次のように述べている。

 ある媒体が正確に他の媒体 を説明することは

 不可能であると私は考えるようになった餌。

 パクス トンは1960年 代に様々な視覚的イメージ

を用いて観客の感覚に挑戦することを経て, ダン

ス特有の感覚すなわち 「身体感覚の探求」や, そ

の感覚による直接的な 「情報の伝達」を模索する

に至っていたと考察される。

4.C-1.の 発生における合気道の思想的影響

 本研究で対象としたパクス トンによる記事77件邸

のうち 「aikido」という語を含む記事は11件 ある。

その中には 「西洋のダンスを学ぶ者にとって親し

みのない東洋の形式への掛け橋」66としてCJ.を つ

くったとする記述や, 1972年春のクラスでは 「合

気道テクニ ックを紹介することから始めた」67な

どが見 られ, パクス トンの合気道への傾倒が確認

される。 しかし, 合気道の どの側面がCJ.の ルー

ッとなったかという具体的な言及はほとんど見ら

れない。

 そこで本研究では, パクス トンが合気道の思想

と実際を紹介する唯一の記事"Aikido-infomlation

in deed.'68に見 られる合気道に対する称賛の言葉

を吟味することで, 彼が合気道に影響を受けた思

想の側面を捉えることを試みる。

(1)行為における情報一作品から実践へ

 前述の通 り, パクス トンは 「情報の伝達」につ
いて関心を抱いていたと思われる。合気道に関す

る記事においても 「情報」という語が見られる。

 ワダ先生69は力(the forces)を 見えるものと

 するために多 くのことをした;3人 の受けに

 よる見せ掛けの攻撃と出会うスパイラルとカ
 ーブ, 攻撃のエネルギーにやすやすと融合 し

 それ自身を去勢化された完了へ と案内し導 く
 エネルギー。私にとって最も価値があったこ

 とには, ワダ先生の変化のないロマンティッ

 クにされてい ない強調 され るこ とのない

 (un stressed)集 中状態であった。彼が反応

 するのを見ること(Seetng him-react)は, 

 ihformation in deedで あった70。

 ここにおけるtnformation in deed'と はどの

ように解釈できるだろうか。まずこれは, 合気道

の演武においてワダ先生が変化せずに示 した動き

が 「実際的で(in deed)虚 飾 を含 まない」視覚

情報であったと捉えることができる。また, 不要

な半角 を含む前文のun stressed'71を参考にす

ると 「実に(indeed)情 報に富んでいる」という

意味が考えられる。 しかしさらに, 情報を 「見え

るもの とされた力」72として考えると, 行為者の

身体から身体へ と直接伝えられる 「行為(deed)

における情報」 と解釈することができる。

 C.1.以前のパクス トンの作品群には強烈な視覚

的イメージが見 られる。が一方で舞踊芸術におけ

る情報の伝達が視覚に頼ることの限界を指摘して

いる。またC.1.にはラディカルな視覚的イメージは

見られず, C.1.における情報 とは実践者間でや りと

りされ物理的な力として言及される事が多い。 こ

うした行為者間の情報, すなわち 「力」のや りと

りに移行した要因として, 合気道があると本研究
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者は推察する。information in deed'と いう語 に

確認される3つ めの解釈 「行為における情報」は, 

合気道に注がれたパクス トンのこうした視点73を

示すものとして考察される。

(2)無極の 私たち'-技 法に表れる精神性

 合気道は戦いの状況を捉える視野の広さのた

 めに特に興味をひくものである。それはvsを

 強調するのではなく, 無極の 私たち'(the

 non-polar we')を 強調する74。

 ここでパクス トンは, 合気道の万有愛護の精神

を 「無極の 私たち'」 とい う語で注 目している

ことが分かる。同記事の後半には, CJ.に おいて

も 「無極の 私たち'」 が また強調 される75と説

明している。 この 「無極の 私たち'」 という考

え方は, 別の記事では 「協力 という it'」76とい

う語で確認 され, CJ.に おける動 きの原理を支え

るものと考えられる。

 CJ.の 動 きの原理 とは 「相互に動 く塊に用意 さ

れている最 も通 りやすい通 り道を通ってワークす

ること」77というものである。「用意 されている最

も通 りやすい通り道」 とは図4の ように示 される。

コミュニケーションの探求 というCJ.の 実践にお

いては, 自分の要求を通そうとしたり(図4-●), 

逆に相手 を喜ばせ よう(図4-○)と する両極端

の感情が生 まれる。要求するにしろ譲歩するにし

ろ, どちらの場合 も身体の動 きは意識によるコン

トロールから自由になることなく, 両者の動 きの

イメージ枠 を出ることの無い動 き(図4-A)が 生

じると考えられる78。しか し 「無極の 私たち'」

という立;場に立って動かしつつ動かされるという

状態(図4-◎)を 保つことで, そこにいわゆる

合力が生まれ両者の習慣や先入観から自由な新 し

い動きの経験が可能(図4-B)と なる。

 この動きの原理が合気道の 「円転の理」の影響

を受けていると直接に説明する記述は見 られない。

が, パクス トンがCJの 発端 となったとする動 き

のリサーチに関する記述79には, 合気道特有の腕

に関する記述や合気道の受身を示す内容が見られ

る。また, 既に引用 した記述には 「融合 し導 き案

内するエネルギー」 とあり, パクス トンが 「円転

の理」に基づ く動 きに着 目していることが分かる。

これ らより合気道の精神の具現 といえる円形の動

きは, その精神性の影響 とともにC.1.の動きの原

理に引 き継がれていると本研究者は考察する。

 パクス トンは動 きの原理を通 して何を試みたの

だろうか。それは次の記述に見 られる。

 なぜ完全な意識(full consciousness)が それ

 ほど私にとって重要か?(…)も し意識がこ

 れらの危機的な瞬間の問にオープンであ り続

 けるならば, その経験 をもつことになるし, 

 その概念を拡大 し新 しい経験に調和 させるこ

 とになるだろう。この拡張 された図像(This

 expanded picture)は 動 くための新 しい基;盤

 (the new ground for moving)と なる80。

 この記述 は, CJ.の 基礎技術 として学ばれる合

気道の受身を学ぶ時に生 じやすい意識のギャップ

を克服することの重要性 を説明するものである81。

合気道の鍛錬が, いかなる場合にも動揺せず自ら

を失わぬ精神の習得 につなが る82ように, C.1.は

強い集中83に基づ く, より 「完全な意識」の習得

をめざすものとして始められている。そして, そ

の目的は 「動 くための新 しい基盤」に向けられて

いると捉えられる。

(3)見るための眼を持つ者-観 客観への影響

 合気道が勝敗を競 う試合 を持 たないように, 

CJ.で は妙技を競う試合は無 く, 実践や上演にお

いても妙技 を競い合 うようなことはない この

点から, 次の記述を考察することは有意義である

と思われる。

 合気 道は, 見 るための眼を持つ者(those

 who have eyes to see)に とっては価値ある

 情報(valuable information)を 有する85。

 ここにある 「見るための眼を持つ者」とは独特

の表現である。彼は, CJ.の上演に対する評論家

の評に反論する中で, スポーツ観戦ではルールを

知っている事が選手への感情移入を支えている86

と説明 している。そして, 「C.1.の前提87を知って

いることは同様な感情移入を創 り出すと信 じてい

る」銘と述べている。 こうしたパクス トンの観客

についての考え方を参考にすると, 「見るための

眼を持つ者」 とは, 合気道の動 きからその精神性

を読み取ることのできる者と解釈できるだろう。

翻って, パクス トンは合気道の演武がその精神性

を見る者に伝 え得ることか ら, C.1.という実践形

式における観客の立場についての考え方を確立し

たと推察される。
図4.コ ンタクト・インプロヴィゼーションにお

 ける合力の模式図(福 本2006)

●自分の要求を通す場合 ◎動かしつつ動かされる状態

相手の意のままに動く場合

A-(1)

a-(2)

B-(1)

B-(2)
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(2)相違する点

 C.1.には合気道と異なる点は多 くある。なかで

も組織構造の違いは歴然としている。合気道の組

織には道主を頂点 とするヒエラルキー構造が認め

られ, その指導法は型に基づいている。一方C, 1.

の組織には平等主義が貫かれ, 指導法は基本的な

指導素材が共有されなが らも, 新たなる指導法の

あ り方が推奨されている。また, 合気道の技の原

動力 となる攻撃者という立場をもたないC.1.では, 

合気道における 「防御と愛護」の強調は 「ともに

楽しむこと」の強調89に置きかえられている。

lV-.結 論

 本研究ではC.1.の発生における合気道の思想的

影響を, 創始者パクス トンによる言説を手がか り

に明らかにすることを試みた。

 パクス トンの合気道に関する記事より, 実践者

間の情報伝達を示す 「行為における情報」, 動 き

の原理 を支える 「無極の 私たち 」, CJ.に おけ

る観客の考え方につながる 「見るための眼をもつ

者」 という語が抽出された。 これらはいずれもパ

クス トンが合気道に見出した合気道独特の特徴で

あ り, C.1.に通 じる特徴であり, そしてC.1.と関わ

りのあるその他の形式には見出すことのできない

特徴である。

 パクス トンは合気道と出会い, 多 くの人々に接

近可能であ りながらも訓練を通 して修養 し得る技

術 と精神性 をもつCJ.を 創始することとなったと

本研究者は考察する。合気道の円形に動 きを導 く

「円転の理」 という動 きの原理か らC.1.の動 きの原

理が考案されたと推察される。観客の眼を度外視

し動 きの原理を探求したことによって, 皮肉にも

既製の動きのイメージから自由な動 きの経験:をも

たらし, 1980年代90年 代の上演芸術舞踊に新 しい

身体イメージとダンスのボキャブラリーをもたら

すことを可能にしたと結論する。
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